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アマモ場再生 と海底ごみ持ち帰 り活動 一岡山県 日生町漁協

九州 大学 応 用 力 学 研 究 所 所 報 第136号(33-37)2009年3月

柳 哲雄*1

(2009年1月30日 受 理)

1.は じめ に

岡 山県 東 部 に位 置 し、兵 庫 県 と県 境 を接 す る、岡 山県

備 前 市 日生 町 は人 口約11,000人 で、かつ て は 「日生 千

軒 漁 師 町 」と呼 ばれ るほ ど、漁 業 が盛 ん だったが 、現在 の

漁 民数 は人 口の わず か3%で しかない 。

日生 町漁 協 は正 組 合 員 数107名 、準組 合 員 数62名

(平成20年6月 現 在)の 中堅 漁 協 である。日生 町 漁協 は

サワラ流 し網 や 小 型 定 置 網 を考 案 した漁 協 として知 られ

てい て 、か つ て は 小 型 定 置 網 の 技 術 を持 っ て、東 は 伊

勢 ・三河 、西 は鹿 児 島 ・韓 国 まで移 住 してい った。各 地 で

その 定 置 網 は 「備 前 網 」として知 られ てい る。特 に 、山 口 ・

大 分 ・福 岡 県 の 小 型 定 置 網 漁 民 に は 日生 町 か ら移 住 者

が多 い。

日生 町 漁 協 は1世 帯1組 合 員 を原 則 として いて 、次 男

以 下 は 日生 町 漁 協 の 正組 合 員 になれ な いの で 、漁 業 を

した けれ ば 、他 の 土 地 に移 住 せ ざるを得 なか ったことが 、

移 住 の 主 な理 由 であ る。同様 に 、サ ワラ流 し網 の 技 術 を

生か し、大 正 末期 か ら昭 和初 期 にか けて は 、サ ワラを追 っ

て朝鮮 や 大連 にまで 出漁 して いた。

しか し、近 年 漁 獲 量 は減 少 し、漁 民 は 高齢 化 してきて、

現 在 の 主 な漁 法 は小 型 定 置 網(ツ ボ網:約50統)、 サ ワラ

流 し網(4～6月)、 マナ ガツオ 流 し網(7～8月)、 小 型 底

曳き網(約50隻)、 カキ養 殖(約50世 帯)、ノリ養殖(2世

帯)で ある(図1)。

2.ア マ モ場 再 生

昭和30年 代後半、瀬戸内海の汚染が進むにつれ、日

生周辺のアマモ場面積は次第に減少した(図2)。 特に昭

和36年 の第2室 戸台風の暴風で大規模にアマモが消失

し、その後の環境悪化と相侯って、アマモ場は回復しな

かった。

アマモ場は、波静かな内湾の砂泥質の海底に形成さ

れるが、潮流を弱め、強い光を弱め、コウイカなどの産卵

場や小魚の隠れ場となる他、アマモ葉上の付着藻類・小

動物やアマモ葉間のアミ類は小魚の良い餌となるので、

様々な仔稚魚の育成場として重要である。

当時、水産庁主導による栽培漁業振興の掛け声のもと、

日生町近辺でも様々な仔稚魚の放流が行われたが、漁

獲量は増加しなかった。日生町漁協の小型定置網漁民

は、その主な原因がアマモ場の減少にあると考え、剛 」」

県水産試験場の指導・協力のもと、アマモの播種試験を

昭和60(1985)年 から自主的に開始した。

アマモは海草で、花穂(カスイ)と呼ばれる花を咲かせ、

種子をつける(図3)。 アマモはこの種子が発芽して成長

して増えると共に、冬から春にかけ地下茎が株別れして、

栄養株は春から初夏にかけ、成長する。アマモの種子は

6月 頃、流れ藻となった花枝から海底に落ちるが、その場

がアマモの生育に適していれば、11～1月 に発芽し、7月

頃まで成長を続ける。アマモの栄養株は、夏の高温期に

葉や花枝が枯れ、成長は止まり、流れ藻となる。そして秋
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にな り水 温 が低 くなると、再 び成 長 が 始まる(図4)。

アマモ場 の造 成 法 に は播 種 法 と株 移植 法 がある。日生

町 漁 協 では 主 に播 種 法 を採 用 した。毎年5～6月 頃 、ア

マモ 場 の 中か ら花枝(生 殖 株)を 引 き抜 き、タマネ ギネット

に入 れ 、種 子 の採 取 と保 存 のた めカキ筏 につ るしてお く。

10月 に、比 重選 別 法 により重 い 良質 の種 子 を選 別 して 、

アマモ場 が消 失 した海 域 に、11～12月 にこの 重 い 良質 な

種 子 を播 くので ある(図5)。

昭 和60(1985)年 に は種 子15万 粒 を採 取 し、図6に 示

したA～Hの8カ 所 の 海 域 に播 い た。以後 毎 年 播 種 す る

種 子数 は増 加 し、平 成 元 年 には220万 粒 の 種 子 を採 取 し

た。A海 域 は 昔アマモ が繁 茂 してい たが、昭 和60年 頃 に

は全 く消 失 していた。A海 域 には昭 和60年 に初 めて 種 を

播 いた が 、翌 年 春 に は アマ モ の 生 育 が確 認 され 、1辺

50cm四 方 に20株 ものアマ モが生 育 していた。秋 にもこの

アマモ 場 は 生き残 ってい て、周 年 の生 育 が確 認 され た。B

海 域 で は昭 和61・62年 に播 種 が行 わ れ 、現 在もアマモ が

わ ず か に 生育 してい る。C海 域 は 播 種 した が 、そ の後 ア

マモ の生 育 は確 認 され なか った。D海 域 で は昭 和61年

か ら播 種 を行 ったが 、当初 海 底 が 軟 泥 で覆 われ て いて 、

アマモ は 生育 で きなか った。そこで 、ゼオライトを散 布 して

底 質 改 良 を行 った ところ 、散 布 した所 だけ アマモ が 生 育

す ることがわ かった。E・F・G海 域 で は 、播 種 後 ア マモ が

生 育した が、H海 域 は海 底 が砂 質 で 、播 種 してもアマ モ

は 生 育 しなか った1)。

以 上 の結 果 か ら、日生 町 漁 民 はアマ モの 播 種 場 として

は 、1)種 子 が 流 され な いような潮 流 が弱 いところ、2)アマ

モ の根 がは ることの 出 来 る砂 泥 質 の 海 底 、3)昔アマ モ が

生 育 してい たところで 、現 在 わ ず か でもアマモ が生 育 して

いるところ、3)干 潮 時 に水 深 が0.5～1.Omで 海 底 に 日光

が届 くところ、が適 地 だ が、4)種を播 い て2～3年 様 子 を

見 ない と、アマモ が定 着 す るか どうかわ か らない 、とい う知

図1日 生町 漁協を含む岡山県東部のノリ・カキ漁場と透明度観測点(Sta.22)

図2日 生漁場におけるアマモ場の減少(灰色 部分)

(岡山県水産課 資料)

図3ア マモ(鳴 瀬 」990)



見 を得 た1)。

この ようなアマ モ播 種 を毎 年 続 けて、昭和60年 に は

12haま で減 少 していたアマ モ場 が 、平 成20年 に は120ha

まで回 復 し、同 時 にアマモ 場 に関 連 が深 いガ ザミ・コウイ

カ ・マダイの漁 獲 量も増 加 した(図7)。 このようなアマモ場

面積 増 大 に は、近 年 この海 域 の透 明度 が 上昇 しつ つ ある

(図8)こ とも、好 影 響 してい ると考 えられる。

このような成 功 に基 づ き、平 成10～13年 にはマ リノフォ

ーラム によるア マモ 場 造 成 試 験 が この海 域 で行 わ れ
、ア

マモ 場 造 成 マニュアル が作 られ た。

3.海 底 ご み 持 ち 帰 り

主 に春 ～ 秋 に行 わ れ る小 型 底 曳 き網 漁 の 漁 民 に とっ

て 、底 曳き網 に かか って くる海 底 ご み は 悩 み の 種 で あっ

た 、、そこで 、日生 町 漁 協 の 小 型 底 曳き網 漁 民 は 昭 和57

(1982)～59(1984)年 、沿岸 漁 場 整 備 開 発 事 業(小 規 模

漁 場 保 全 事 業)を 国 の委 託 事 業 として受 けて 、3年 間 、船

253隻 ・人 数413人 を動 員 し 、延 べ 面 積11.4km2で

182.1m3(可 燃 物40%、 不 燃 物60%)の 海 底 ごみ を持 ち帰 り

(図9)、 日生 町 の清 掃 工 場 で処 理 した。総 費用 は979万

円だ った。昭 和61(1986)年 には 日生 町 と日生 町 漁 協 と

の 間 に委 託 事 業 契 約 が 結 ばれ 、海 底 ごみ 持 ち 帰 り事 業

が行 われ た。

そ の後 、日生 町 漁 協 で は 自主 的 ・継 続 的 に海 底 ごみ

の収 集 ・処 理 を行 ってい る。海 底 ごみ持 ち帰 りを始 めた 当

初 、1日 の海 底 ごみ 収集 量 が12ト ン に達 した時もあ った

が 、最 近 は1日5kg程 度 にまで減 少 し、ほとん どごみ があ

が ってこな い時 もある。しか し、梅 雨や 台 風 時 には 一 時 的

に大 量 のご み が漁 場 内 に流 入 してくるの で 、持 ち帰 りを

止 めるわけ にはい かない 、と漁 民 は語 ってい る。

しかも、平 成13(2001)年 の家 電 リサイクル 法 施 行 後 は 、

冷 蔵 庫 ・エア コン・テレビなど大 型 電 化 製 品 が底 引き網 にか

が ることが多 くなっていて 、新 たな問 題 となっている。

4.直 販

現 在 、日生 町 漁 協 の漁 獲 物 の 半分 は 地 元 でセ リにか けら

れ 、半 分 は 日生 町 漁 協 の経 営 す る「五味 の 市 」で 直 販 され

図4ア マモ の生 活 史(鳴 瀬 、1990)

図5ア マモ の播 種 法(鳴 瀬 、1990)

図6ア マモの 播 種 海 域(鳴 瀬 、1990)

図7日 生漁場におけるアマモ場の復活と漁獲量変遷

(岡山県水産課資料)



ている(図10・11)。この市はもともと、魚を浜売リしていたも

のを、昭和30年 代から組織的に行うようになったものだが、

京阪神に近いという地の利もあって、毎 目10～18時 の開店

時間中、車で多くの客がやってくる。この開店時間中に水揚

げされた小型底引き網の漁獲物は、地元産のカキなどと一

緒に、直ちにこの市で売られている。

5.カ キ 養 殖

日生町漁協のカキ養殖は小型定置網の漁獲量が減る

冬季の季節漁業として、小型定置網漁業や漁船漁業と

兼業で行われている。カキ養殖に関しては、カキ養殖業

者と底曳き業者が協議し、カキ取り上げが終わる3月 頃か

ら次の養殖ガキの沖だしが始まる10月 頃までの問、取り

上げが終わったカキ筏を順次撤去して、底曳き網でカキ

筏の下の海底を耕す作業を行って、カキ養殖場の環境

保全に努めている。底曳き網で海底を耕すことで、海底

に堆積したカキの糞などの有機物が分解しやすくなるか

らである。また、カキ中国人研修生約100人 を地元に受け

入れ、カキ養殖の研修としてむき身作業も行ってもらって

いる。

6.お わ りに

日生町漁協の本田組合長(昭和11年 生)は 、今後の

図8Sta.22(図1参 照)の年間平均 ・最大・最低透 明度 の経年変動(岡 山県水産試験場 資料)

図9日 生町漁協 の小型底 引き網により引き揚げられた

海底 ごみ

図10日 生町漁協 の五味 の市



漁獲量増大・魚価上昇は期待できないし、自然発生の魚

を獲っているだけでは、漁村は維持できない、体験学習・

魚釣り・潮干狩り、など様々な形で都市住民を漁村に呼

び込み、帰りに地元の魚やカキを買ってもらうという形で

ないと、日生町の漁村を維持することはできないだろうと

考え、今後の漁場・漁村整備を行おうとしている,

1次 産業(漁業)、2次 産業(水 産加工業)、3次 産業

(直販、ツーリズム)を組み合わせた、いわゆる6次 産業を

興すことが、日生町の今後の生き残りに必須だということ

かもしれない。

貴重なお話を聞かせていただいた本 田和士組合長、有

益な資料を提供して頂いた岡山県水産試験場 ・岡山県水

産課に感謝する。

また本研究は、(独)科学技術振興機構・社会技術研究

開発事業「科学技術と社会の相互作用」による「海域環境再

生(里 海創生)社 会システムの構築」(研究代表者:柳 哲

雄)の一部であることを付記する。
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図11五 味の市 内部


